
平成27年6月（1）

国内研修
日　　程：平成26年7月27日～29日
参加人数：�24 名
　　　　　　（少年メッセージ2014和歌山県大会発表者
　　　　　　 及び奨励賞受賞者）

「少年メッセージ 2014」和歌山県大会における発表者
及び奨励賞受賞者を対象に国内研修を開催。
平成 26年度は比叡山延暦寺（滋賀県）に参拝後、京
都市市民防災センターで体験学習等を行いました。
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開催日：平成26年7月26日（土）
場　所：日高川交流センター

　

県
内
8
地
方
か
ら
１
１
，
５
９
８
点

の
応
募
を
頂
き
、金
賞
1
名
、銀
賞
2
名
、

銅
賞
3
名
、
特
別
賞
2
名
、
入
賞
10
名
、

奨
励
賞
24
名
の
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
自
分
の
生
き
方
や
将
来
の

夢
、
地
域
社
会
に
つ
い
て
な
ど
様
々
。

　

い
ず
れ
の
発
表
も
堂
々
と
し
た
態
度

で
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
会

場
に
い
る
誰
も
が
感
動
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
さ
ら
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
パ

ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
金
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
和

歌
山
県
立
日
高
高
等
学
校
附
属
中
学
校

3
年
、
望
月
春
菜
さ
ん
。

　
「
夢
へ
つ
な
が
る
虹
の
架
け
橋
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
国
際
交
流
・
相
互
理

解
を
主
題
と
し
、
世
界
的
視
野
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
主
張
で
し
た
。

　

今
後
も
中
学
生
た
ち
の
素
晴
ら
し
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

和
歌
山
県
大
会
レ
ポ
ー
ト

和
歌
山
県
大
会
レ
ポ
ー
ト

子ども達が主役となる少年メッセージは、多くの方の協力と支援で成り立っています。

次回「少年メッセージ2015」和歌山県大会告知
　平成27年度は7月25日（土）「紀美野町文化センター」で開催します。
　お問い合わせは、公益社団法人和歌山県青少年育成協会（☎073-435-5236）まで

第36回「少年メッセージ2014」
和歌山県大会

（発表者数）  � 18名
（観客数）� 約270名

望月　春菜 仲　夢仁 花田　莉音 大樫　もも 尾上　幸平

石井　暖乃廣橋　尚依

玉置　愛永 森　　楓 森下　真悠子 佐古　貴紀 岡本　七海 野上　一紀 太田　和希 秦　侑紀奈 佐田　雪美

伊藤　美空前田　菜々花

「少年メッセージ2014」和歌山県大会

開会のあいさつ

あすなろ倶楽部　「絆の星」
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「少年メッセージ2014」和歌山県大会

金　賞

銀　賞

銀　賞

銅　賞

銅　賞

銅　賞 

特別賞 

特別賞

夢へつながる 虹の架け橋

「母との約束」　　　　　　

アンバランス・バイク
命を救いたい

－国境を越える思い－

The most important thing I want

心を磨くこと（剣の心）

弟が気付かせてくれたこと

「あなたがいてくれたから」

和歌山県立日高高等学校附属中学校３年

和歌山県立向陽中学校２年

新宮市立熊野川中学校３年

紀の川市立粉河中学校１年

印南町立清流中学校３年

日高川町立早蘇中学校３年

紀美野町立長谷毛原中学校３年

和歌山県立向陽中学校２年

望 月 　 春 菜

花 田 　 莉 音

仲 　 　 夢 仁

廣 橋 　 尚 依

大 樫 　 も も

尾 上 　 幸 平

石 井 　 暖 乃

前田　菜々花

◎入賞者一覧
高野町立高野山中学校３年

有田市立箕島中学校３年

上富田町立上富田中学校３年

かつらぎ町立笠田中学校３年

日高川町立中津中学校２年

紀美野町立美里中学校２年

岩出市立岩出第二中学校３年

太地町立太地中学校３年

田辺市立近野中学校２年

湯浅町立湯浅中学校２年

伊 藤 　 美 空
秦 　 侑 紀 奈
佐 田 　 雪 美
玉 置 　 愛 永
森 　 　 楓
森下　真悠子
佐 古 　 貴 紀
岡 本 　 七 海
野 上 　 一 紀
太 田 　 和 希

私の夢
最後に学んだもの
地域の人たちに支えられて

「生きる」ということ
受けつぐ
夢
鉄道に乗って地球を守ろう
私を変えた言葉
受け継ぐこと　伝えること

～『野中の獅子舞』を通して考える～
言葉の大切さ

入　賞

　
「
虹
の
国
を
つ
く
ろ
う
」
こ
れ
は
、
南
ア
フ

リ
カ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
が
就

任
演
説
で
国
民
に
語
り
か
け
た
言
葉
で
す
。
対

立
を
抱
え
る
国
民
の
相
互
理
解
へ
の
願
い
が

「
虹
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
る
ま
で
の
私
は
、
あ
ま
り
外
国

の
人
と
接
す
る
機
会
が
な
く
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
話
し
か
け
よ
う
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
中
学
校
に
入
学
し
、
そ
ん
な

私
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
の
通
っ
て
い
る
学
校
は
国
際
交
流
が
盛
ん

で
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
中
国
の
高
校
と
姉
妹
校
提

携
を
結
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、
台
湾
の
生
徒
と

交
流
を
し
ま
し
た
。
私
の
発
音
が
悪
か
っ
た
の

か
、
言
葉
が
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
く
て
友
達
に

助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
話
し
て

も
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
と
い
う
不
安
が
募
り
、

会
話
も
途
切
れ
が
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

中
学
3
年
生
に
な
り
、
も
う
一
度
台
湾
の
生

徒
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
中
2
で

の
失
敗
を
踏
ま
え
、
事
前
学
習
を
頑
張
り
ま
し

た
。
ま
た
失
敗
す
る
の
で
は
、
と
い
う
不
安
や

緊
張
は
、
彼
ら
の
温
か
い
雰
囲
気
に
接
す
る
う

ち
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
ア
ニ
メ

や
映
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
た
く
さ
ん
知
っ
て

い
て
、
話
題
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
中
2
の
時
は
友
達
を
頼
っ
て
逃
げ
て
い
た

私
が
「
も
っ
と
話
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
日
本
に
つ
い
て
も
っ

と
伝
え
ら
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
、
と
い
う

後
悔
も
残
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
日
本
と
中
国
の
関
係
に
つ
い
て
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
よ
く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
中
国
の
留
学
生
、
孫
益
民
君
と
話
を
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
思
い
切
っ
て

孫
君
に
「
今
の
日
中
関
係
を
ど
う
思
い
ま
す

か
。」
と
尋
ね
る
と
、
彼
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
僕
は
日
本
の
人
達
と
友
好
的
に
付
き
合
い
た

い
ん
だ
。」
と
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
の

考
え
て
い
た
こ
と
と
同
じ
だ
と
知
り
、
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
国
の
立
場
や
文
化
は
異
な
っ

て
い
て
も
、
人
と
人
と
は
理
解
し
合
え
る
こ
と

を
実
感
し
、
彼
を
よ
り
身
近
な
存
在
に
感
じ
ま

し
た
。

　

将
来
、
私
達
は
ア
ジ
ア
の
国
々
を
始
め
、
多

く
の
国
と
よ
り
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
台
湾
の
生
徒
や
中
国
の
留

学
生
孫
君
と
の
出
会
い
は
、
国
際
社
会
の
一
員

と
し
て
広
い
視
野
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
た
め

の
大
切
な
二
つ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
自
国
日
本
の
こ
と
を
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

以
前
、
学
校
で
エ
リ
ア
事
務
総
長
の
西
村
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
リ
ア
と

は
ア
セ
ア
ン
に
関
係
し
た
研
究
機
関
で
す
。「
自

分
の
国
の
文
化
や
伝
統
に
つ
い
て
誇
り
を
持
っ

て
伝
え
ら
れ
る
人
こ
そ
尊
敬
さ
れ
る
の
で
す
。」

こ
う
語
っ
た
西
村
さ
ん
の
言
葉
が
強
く
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
に
、「
違
う
け
れ
ど
同
じ
」
を
体
験

や
交
流
を
通
し
て
実
感
し
、
外
国
の
人
と
友
達

に
な
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
は
、
英
語
の
習
得
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
相
手
の
立

場
を
尊
重
し
、
互
い
を
思
い
や
る
心
を
持
つ
こ

と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
第
一
歩
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
月
、
中
国
の
姉
妹
校
か
ら
留
学
生
が
来
校

し
、
交
流
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
達
は
そ
の

た
め
に
「
日
本
文
化
を
伝
え
よ
う
」
と
い
う
目

標
を
立
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
は
「
和

食
の
文
化
」
に
つ
い
て
伝
え
る
た
め
に
学
習
を

し
て
い
ま
す
。
改
め
て
学
ぶ
う
ち
に
和
食
の
奥

深
さ
を
知
り
、
伝
え
た
い
こ
と
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
未
知
の
こ
と
に
大
き
な

不
安
を
抱
き
消
極
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
違
う
こ
と
が
楽
し
い
」
と
知
り
、
興
味
や
関

心
の
方
が
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
も
っ
と
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を
知
り
、

多
く
の
人
と
つ
な
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
い

つ
か
日
本
と
外
国
を
虹
の
架
け
橋
で
つ
な
ぐ
こ

と
が
、
私
の
夢
で
す
。   　
　

『
夢
へ
つ
な
が
る 
虹
の
架
け
橋
』

望
月
　
春
菜

和歌山県立
日高高等学校附属中学校３年生

望月　春菜
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平成26年度家庭の日啓発促進事業

毎月第３日曜日は家庭の日

「家庭の日絵画コンクール」
平成26年度 「家庭の日」推進事業 絵画 優秀作品

今年も温もりや優しさがいっぱいに感じられる作品が勢ぞろい

「家族そろって新入生」
小学校に入学する直前のお子さんのいるご家庭にお配

りしているリーフレット。

和歌山大学、米澤好史教授や信愛女子短期大学、室み

どり教授、その他経験豊かな編集委員の先生にご協力い

ただいて９回目となりました。「保護者の方も、不安に

なることなく子どもと一緒に新しい環境へ

踏み出せるように」という熱い想いが込め

られています。

和歌山県では、
「ふれあいとやすらぎのある
家庭づくり」を推進することを

目的に、毎月第３日曜日を
「家庭の日」と定め、啓発活動を

行っています。 ●ファミリー賞
　 「わたしのかぞく」

北谷　香百（和歌山市立広瀬小学校１年）

●ふれあい賞	
　「楽しいばんごはん」　

福永　彩実（有田市立港小学校４年）

●ふれあい賞
　 「家族風呂」中垣内　和佳

（橋本市立隅田中学校２年）

●やすらぎ賞	
　「家族団らん」　山上　椎奈

（和歌山県立和歌山北高等学校２年）
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「こどもリーダー養成研修」平成26年度リレー式次世代健全育成事業

前期：平成26年8月25日（月）～27日（水）
（小学生の部：54名　中学生の部：28名）

後期：平成27年1月10日（土）～12日（月）
（小学生の部：28名　中学生の部：10名）

前期：平成26年8月22日（金）～24日（日）
（小学生の部：20名　中学生の部：7名）

後期：平成26年12月26日（金）～28日（日）
（小学生の部：14名　中学生の部：1名）

後期：平成27年3月28日（土）～30日（月）
（小学生の部：75名　中学生の部：24名）
※前期は台風接近のため中止

和歌山県立紀北青少年の家

小学生の部では、野外炊事・ゲーム大会・
SNS講習・クラフト・グループワークなどを通
じ、参加者の交流を図りました。
中学生の部では、野外炊事と指導方法・SNS

講習・道徳講話・クラフトの指導方法を学びま
した。

地域の大人、青年が一体になって青少年の健全育成に取り組む体制づくりを働きかけるとともに、
地域の青少年が青少年を育てていく環境づくりを推進するため「こどもリーダー養成研修」では地域
の核となる、こどもリーダーを養成し、地域活動を活性化させるため下記のとおり実施しました。

小学生の部では、野外炊事・キャンドルファ
イヤー・危険予知トレーニング・クラフト・
フィールドサーチ・防災講習などを行いました。
中学生の部では、野外炊事と指導方法・キャ

ンドルファイヤーと指導方法・SNS講習・防災
講習などを学びました。

小学生の部では、野外炊事・キャンドルファ
イヤー・SNS講習・クラフト・星空講習・グルー
プワークなどを行いました。
中学生の部では、野外炊事と指導方法など、

キャンドルファイヤーと指導方法、SNS講習・
道徳講話・グループワークと指導方法を学びま
した。

和歌山県立潮岬青少年の家

和歌山県立白崎青少年の家
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平成26年度   市町村民会議等支援事業
各地域における元気な活動をサポートしています。

地域に根付いた団体にしかできない取り組みを地域に根付いた団体にしかできない取り組みを

各地区育成会の子どもたちが、共同作業やレクリエーションを通じて、地域の人たちと交流するこ
とで、市内の活性化を図り、活動の核となるリーダー養成を目的に実施しました。
約 100名の参加者があり、カレー作りや花の苗植えなどをし、大変有意義な事業でした。

古座川町児童が、政令都市川崎市を訪問し、コミュニケーショ
ン能力や協調性を育み、郷土を愛し守り、育てる意欲や態度の
育成を図ることを目的に、交流会を実施しました。
東芝科学博物館や、岡本太郎美術館の見学、青少年の家での

キャンドルファイヤーなどを体験し、子
どもたちには強い絆ができ、大変実り多
い事業でした。

主 催 者：岩出市青少年育成市民会議
開 催 日：平成 26 年 8月 9日（土）
開催場所：紀の里農業協同組合　岩出支所

主 催 者：古座川町青少年育成町民会議
開 催 日：平成26年8月26日（火）～8月28日（木）
開催場所：神奈川県川崎市

子どもリーダー養成事業
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感謝状及び表彰関係（敬称略・順不同）

平成26年度  子ども・若者育成支援県民大会
～つなげよう　次世代へ育成の力を～

　平成 26 年 10 月 18 日（土）海南市民交流センターに
おいて、子ども若者・育成支援強調月間の一環として、
次代を担う青少年が、社会における自らの役割と責任
を自覚し、心身共に健やかに成長することを願うと共
に、大人たちも社会における役割と責任を認識する機
会として開催しました。
　塩津のいな踊りや、海南下津高校ダンス部のエネル
ギッシュなパフォーマンスの後、「つなげよう、次世代
へ育成の力を」と題し、各地域で子どもの育成に取り
組んでいる Jr. リーダーや青年団がそれぞれの取り組み
について発表しました。
　約 600 名の参加があり、我がふるさとの未来を担う
子ども若者を地域で育てる仕組みづくりについて等を、
皆さまに考えて頂くきっかけとしました。

知事感謝状
青少年健全育成部門（個人）

塚
つか

田
だ

　崇
たか

博
ひろ

 （和 歌 山 市）

塩
しお

﨑
ざき

　正
まさ

幸
ゆき

 （海　南　市）

中
なか

井
い

富
ふ

美
み

夫
お

 （海　南　市）

岩
いわ

本
もと

　介
よし

伸
のぶ

 （紀 美 野 町）

多
た

和
わ

　正
まさ

弘
ひろ

（紀 の 川 市）

小
こ

﨑
さき

　幸
さち

代
よ

（紀 の 川 市）

宮
みや

本
もと

　芳
よし

城
き

（紀 の 川 市）

山
やま

下
した

　智
ち

佳
か

（紀 の 川 市）

羽
は

田
だ

　義
よし

一
かず

（橋 本 市）

宮
みや

西
にし

　照
てる

夫
お

 （美 浜 町）

知事感謝状
青少年補導委員会部門（個人）

前
まえ

原
はら

久
く

仁
に

広
ひろ

 （海　南　市）

坂
さか

本
もと

　　曻
のぼる

（九 度 山 町）

吉
よし

田
だ

　敏
とし

夫
お

（御 坊 市）

山
やま

本
もと

　和
かず

子
こ

（日 高 川 町）

森
もり

岡
おか

　典
のり

子
こ

（日 高 川 町）

宮
みや

本
もと

　弘
ひろ

之
ゆき

（田 辺 市）

津
つ

越
ごし

　正
まさ

紀
のり

（白 浜 町）

公益社団法人　和歌山県青少年
育成協会会長表彰（個人）

西
にし

谷
たに

　昌
まさ

子
こ

（和 歌 山 市）

青
あお

谷
たに

まゆみ （海　南　市）

高
たか

出
で

　泰
やす

宏
ひろ

（紀 の 川 市）

野
の

尻
じり

　幸
さち

世
よ

 （岩 出 市）

田
た

邊
なべ

　和
かず

夫
お

 （岩 出 市）

寺
てら

尾
お

　恵
けい

二
じ

 （橋 本 市）

福
ふく

塚
つか

　章
あき

高
たか

 （橋 本 市）

石
いし

田
だ

　節
せつ

子
こ

 （橋 本 市）

公益社団法人　和歌山県青少年
育成協会会長表彰（団体）

ボーイスカウト那賀第 5 団

一般社団法人ガールスカウト
和歌山県連盟第 5 団

知事感謝状
善行少年部門（個人）

内
うち

田
た

　拓
た

玖
く

 （かつらぎ町）

知事感謝状
善行少年部門（団体）

KOKO 塾「まなびの郷」

知事感謝状
青少年健全育成部門（団体）
特定非営利活動法人　

情報セキュリティ研究所

県民大会では各種表彰も行いました
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平成27年度  青少年育成協会　主要事業予定

※夏の子どもをまもる運動

会員の募集について

新規賛助会員さま（敬称略）

　公益社団法人和歌山県青少年育成協会では、当協会の目的に賛同いただける会

員の方を募集しております。ご協力いただきました会費は、青少年の健全育成・

非行防止を目的とした各種事業に使わせて頂いております。

　また、会員の皆様方には「やまびこ」など当協会作成の冊子等をお届けするほか、総会パンフレットなどに

会社名やお名前を掲載させていただきます。詳しくは、当協会までお問い合わせ下さい。

　昨年度も、皆様からの多くのご支援、ご協力をいただき、数々の事業を実施する

ことができました。心から感謝申し上げます。事業を通じ、次代を担う子どもたちが、

自然や様々な年代の方たちとたくさんふれあい、交流をすることで、価値観や何事

においても好奇心、探求心がよりいっそう広がっていってくれたらと願います。こ

れからも皆様からのご意見、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

会費は　正会員　個人（年額）　　　　2,000 円
　　　　　　　　団体（年額）　　　　5,000 円
　　　　賛助会員       （年額）一口　10,000 円

青少年育成協会は、会員の皆様からいただいた会費によって運営されています。よろしくお願いいたします。

編 集 後 記

本当にありがとうございます

株式会社サウスコア　代表取締役　岩本 隆博 様
株式会社ダイキョウ　代表取締役　慈幸 　勝 様

〈賛助会員〉

３

地
域
ユ
ー
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修（
後
期
）

２

市
町
村
民
会
議
等
代
表
者
会
議

１1211

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民
大
会

（
日
高
川
町
）

10９８

地
域
ユ
ー
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修（
前
期
）

７

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
５

和
歌
山
県
大
会（
紀
美
野
町
）

６

通
常
総
会

５

和
歌
山
県
青
少
年
育
成
指
導
者

関
係
研
修
会
（
白
浜
町
）

４

通年　リーダー活動支援事業・「家庭の日」啓発促進事業・リレー式次世代健全育成事業

6〜9月　家庭の日作品募集

7・8月※


